
大栄小学校

徳長農村センター

大釈迦駅前会館

徳才子警察官駐在所

想定浸水深
5.0m ～ 10.0m未満

3.0m ～   5.0m未満

0.5m ～   3.0m未満

～   0.5m未満

浸水想定区域

緊急通報ダイヤル
消防機関　119番
警察機関　110番

浪岡大杉公民館

大杉公園

杉沢農村公園
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285

浪岡（大釈迦・杉沢）地区 避難所一覧
施設名 所在地

浪岡大字大釈迦字前田５-2大栄小学校

徳長農村センター 浪岡大字徳才子字福田４-1

災害時の避難所　
指定緊急避難場所
兼指定避難所

水域

対象ため池

福祉避難所　　　　　

指定緊急避難場所　　　　　

警察・消防

時間毎浸水到達地点

凡  例

土砂災害（特別）警戒区域

指定緊急避難場所
兼指定避難所

ため池の中は危険です。
絶対に立ち入らないで下さい。

ため池内への立入禁止

「測量法に基づく国土地理院長承認(使用)R 2JHs 1222」

 No.15 青森市浪岡（大釈迦・杉沢）地区  ため池ハザードマップ　

J
R
奥
羽
本
線

45分後

30分後

60分後

10分後

15分後

5分後

篠ヶ沢溜池３● 

篠ヶ沢溜池２ ● 

篠ヶ沢溜池１ ● 

だ
い
し
ゃ
か
え
き

浪岡消防団第８分団

浪岡消防団第９分団

津軽自動車道

大
釈
迦
川

大
釈
迦
川

（総貯水量 11,600㎥）

（総貯水量 16,900㎥）

（総貯水量 12,000㎥）
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豪
雨
に
よ
り
、貯
水
位
が
急
激
に
上
昇
し
、堤
体
を
超
え
て
流

れ
出
す
と
、下
流
斜
面
を
流
下
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、破
壊
す

る
場
合
が
あ
る
。ま
た
、貯
水
位
の
上
昇
に
よ
り
、堤
体
内
の

水
圧
も
上
昇
し
、強
度
が
低
下
し
て
破
壊
す
る
場
合
が
あ
る
。

貯
留
し
た
水
と
降
雨
が
堤
体
の
中
に
浸
透
し
て
、堤
体
内
部

の
水
分
量
が
増
加
し
、堤
体
の
法
面
部
の
強
度
が
低
下
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、法
面
部
で
す
べ
り
が
発
生
し
破
壊
す
る
場
合

が
あ
る
。

堤
体
の
頂
部
な
ど
に
ク
ラ
ッ
ク（
亀
裂
）が
発
生
す
る
場
合
が

あ
る
。堤
体
の
上
下
流
方
向
に
生
じ
る
ク
ラ
ッ
ク（
亀
裂
）は
水

み
ち
と
な
る
こ
と
が
あ
り
、特
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

堤
体
内
部
が
劣
化
し
て
、水
を
遮
る
機
能
が
低
下
す
る
と
、貯

水
位
が
上
昇
し
た
時
に
堤
体
の
中
の
水
圧
も
上
昇
し
て
強
度

が
低
下
し
、破
壊
す
る
場
合
が
あ
る
。ま
た
堤
体
内
に
上
流
か

ら
下
流
に
向
か
う
水
み
ち
が
発
生
し
破
壊
す
る
場
合
が
あ
る
。

堤
体
の
形
状
を
ほ
ぼ
保
ち
、ク
ラ
ッ
ク（
亀
裂
）な
ど
を
伴
い
な

が
ら
堤
体
が
沈
下
す
る
場
合
が
あ
る
。多
く
は
軟
ら
か
い
地
盤

で
発
生
し
て
い
る
。

堤
体
法
面
の
上
部
が
沈
下
し
、下
部
が
は
ら
ん
で
変
形
が
生
じ

る
場
合
が
あ
る
。

地
震
動
に
よ
り
堤
体
の
法
面
に
す
べ
り
が
発
生
す
る
場
合
が

あ
る
。

堤
体
や
地
盤
が
大
き
く
変
化
し
、崩
壊
す
る
場
合
が
あ
る
。決

壊
に
至
る
こ
と
が
多
く
、堤
体
や
基
礎
地
盤
の
液
状
化
に
よ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

被
災
メ
カ
ニ
ズ
ム

越
　
流

破
　
壊

す
べ
り

破
　
壊

浸
　
透

破
　
壊

ク
ラ
ッ
ク

沈
　
下

斜
　
面

崩
　
壊

崩
　
壊

斜
　
面

す
べ
り

被
災
形
態

区
分

た
め
池
決
壊
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

各
避
難
先
の
説
明

各
避
難
施
設
や
避
難
場
所

の
説
明

地震による ため池の被災形態 豪雨による ため池の被災形態

青
森
地
方
気
象
台

あ
お
も
り
防
災
情
報（
青
森
県
）

https://w
w
w
.jm
a-net.go.jp/aom

ori/
https://tw

itter.com
/aom

ori_bousai

越
流越
流
浸
食

降
雨
浸
透

パ
イ
ピ
ン
グ
ホ
ー
ル

貯
水
か
ら
の
浸
透

　
こ
の
マ
ッ
プ
は
、
農
業
用
た
め
池
が
大
雨
等
に
よ

り
、
万
が
一
に
も
堤
が
壊
れ
、
皆
さ
ん
の
地
域
に
た

め
池
の
貯
水
が
流
失
し
た
場
合
を
想
定
し
て
作
成
し

た
も
の
で
す
。

　
近
年
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
（
局
地
的
大
雨
）
や
大
地
震

時
に
は
特
に
注
意
し
、
浸
水
想
定
区
域
で
居
住
ま
た

は
作
業
を
行
っ
て
い
る
方
は
、
速
や
か
に
２
階
な
ど

高
い
と
こ
ろ
に
避
難
が
必
要
で
す
。

　
た
め
池
の
貯
水
は
、
流
出
し
て
し
ま
う
と
徐
々
に

水
は
引
き
ま
す
が
、
た
め
池
の
周
辺
に
は
沢
や
川
が

あ
る
た
め
、
継
続
し
て
雨
が
降
っ
て
い
る
場
合
は
完

全
に
水
が
引
く
ま
で
高
い
と
こ
ろ
に
避
難
し
て
く
だ

さ
い
。

　
避
難
を
す
る
と
き
に
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
等
の

気
象
情
報
を
こ
ま
め
に
確
認
し
、
動
き
や
す
い
服
装

で
、
事
前
に
徒
歩
に
て
足
元
に
十
分
注
意
し
て
避
難

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

た
め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て

　
浸
水
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、
浸
水
想
定
区
域
外
や

避
難
場
所
、
建
築
物
等
の
上
層
階
な
ど
、
安
全
な
場
所

へ
避
難
す
る
こ
と
が
基
本
で
す
が
、
外
へ
の
避
難
が
危

険
な
場
合
に
は
、
自
宅
の
２
階
な
ど
に
避
難
し
て
救
助

を
待
ち
ま
し
ょ
う
。

　
２
階
以
上
が
浸
水
す
る
場
所
で
は
、
早
期
に
安
全
な

場
所
へ
立
ち
退
き
避
難
し
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
浸
水

し
な
い
階
が
あ
る
場
合
は
、
状
況
を
踏
ま
え
屋
内
で
の

安
全
確
保
を
す
る
こ
と
も
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

消
防・警

察・町
会・

町
内
会
等
の
災
害
情
報

福
祉
避
難
所

指
定
緊
急
避
難
場
所

災
害
発
生
以
後
、
屋
内
に
避

難
ス
ペ
ー
ス
を
有
し
、一
定
期

間
滞
在
で
き
る
施
設

危
険
が
切
迫
し
た
場
合
に
一

時
的
に
避
難
す
る
場
所

指
定
避
難
所
の
う
ち
、
避
難

所
で
の
生
活
に
特
別
な
配
慮

を
必
要
と
す
る
方
の
受
入
を

行
う
施
設 指
定
緊
急
避
難
場
所

兼
指
定
避
難
所


